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プログラム
第1日目　6月20日(金)

第1会場(北九州国際会議場　1F　メインホール)

8:50-9:00	 開会式

9:00-10:20	 シンポジウム3

「MGPTの現在とこれから」
座長: 平沢　 晃 (岡山大学学術研究院医歯薬学域　臨床遺伝子医療学分野)
　　  桑田　 健 (国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門)

S3-1	 Are you ready for MGPT? - 遺伝性腫瘍症候群に関する多遺伝子パネル検査
	 (MGPT) の手引き

吉田 玲子 埼玉県立がんセンター　遺伝科

S3-2	 MGPTの承認申請にあたり求められる性能評価
木村 俊成 独立行政法人医薬品医療機器総合機構　プログラム医療機器審査部

S3-3	 マルチジーンパネルによる遺伝性腫瘍診断 - BRANCH研究での検討
桑田 　健 国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門

S3-4	 費用対効果を勘案したMGPTの効率的な利活用方法の検討
岩谷 胤生 聖マリアンナ医科大学　乳腺・内分泌外科学

10:30-11:50	 シンポジウム2

「遺伝・ゲノム医療におけるコーディネーターの役割 - HTC/FTC制度
    委員会企画」

座長: 堀 伸一郎 (姫路赤十字病院　消化管内科)
　　  青木 美紀子 (聖路加国際大学　遺伝看護学)

S2-1	 遺伝性腫瘍コーディネーター制度の経緯と展望
川崎 優子 兵庫県立大学　看護学部

S2-2	 地域の総合病院でがんゲノム医療診療体制の整備を行う中での遺伝性腫瘍
	 コーディネーター(HTC)の役割 - HBOC診療と患者支援を中心にして

松本 仁美 兵庫県立はりま姫路総合医療センター　看護部

S2-3	 遺伝性腫瘍診療を支える立場から
柘植 　薫 香川大学医学部附属病院

S2-4	 現在の活動から、遺伝性腫瘍コーディネーターを目指す
山根 美代子 姫路赤十字病院
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12:00-13:00	 ランチョンセミナー1

「がん予防にむけたMGPTのin-house検査 - 香川大学病院の取り組み」

LS1-1	 隈元 謙介 香川大学医学部附属病院　臨床遺伝ゲノム診療科

LS1-2	 早田 正和 香川大学医学部ゲノム医科学・遺伝医学

共催 : サーモフィッシャーサイエンティフィック

13:10-13:40	 理事長講演

座長: 冨田 尚裕 (市立豊中病院 がん診療部(外科))

PL1-1	 日本遺伝性腫瘍学会の歴史・現状と展望 (2025)
石田 秀行 埼玉医科大学総合医療センター　消化管・一般外科/ゲノム診療科

13:50-14:50	 会長企画1

「がんゲノム研究の最前線」
座長: 吉野 孝之 (国立がん研究センター東病院　医薬品開発推進部門　消化管内科)
　　  桑田 　健 (国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門)

PS1-1	 がん個別化医療の最前線 - SCRUM-Japan MONSTARプロジェクトの取り組み
橋本 直佳 国立がん研究センター東病院

PS1-2	 がんゲノム研究の最前線 - SCRUM-Japan MONSTARプロジェクトでの
	 遺伝性腫瘍に対する取り組み

桑田　 健 国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門

15:00-16:20	 シンポジウム1

「ゲノム医療 - 日本の現状とこれから」
座長: 武藤 　学 (京都大学大学院医学研究科　腫瘍内科学講座)
　　  西原 広史 (慶應義塾大学医学部　がんゲノム医療センター)

S1-1	 Cancer Genomic Medicine in the EU　　※録画講演
Matthias  Löhr Karolinska Institutet and Karolinska Comprehensive Cancer Center

S1-2	 米国におけるがんゲノム医療
池田 貞勝 東京科学大学病院　がんゲノム診療科

S1-3	 日本におけるがんゲノム医療の課題
武藤 　学 京都大学大学院医学研究科　腫瘍内科学講座

S1-4	 ゲノム検査の現状と合理化に関する試み
木村 俊成 独立行政法人医薬品医療機器総合機構　プログラム医療機器審査部
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16:30-17:30	 イブニングセミナー1

座長: 藤原 俊義 (岡山大学学術研究院 医歯薬学域　消化器外科学)

ES1	 潰瘍性大腸炎に対する外科診療と炎症性発癌に関する臨床研究
問山 裕二 三重大学大学院医学系研究科　消化管・小児外科学

共催: ミヤリサン製薬株式会社
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9:00-10:00	 ワークショップ1

「これからの遺伝性腫瘍診療　
  - 当事者会からの提言についてみんなで考えよう」

　　　　　座長: 久保　 真 (九州大学病院　乳腺外科/臨床遺伝医療部)
　　　　　　　  太宰 牧子 (特定非営利活動法人クラヴィスアルクス/一般社団法人ゲノム医療当事者団体連合会)
コメンテーター: 櫻井 晃洋 (カレス記念病院)

W1-1	 遺伝性乳がん卵巣がん当事者会の活動と遺伝性腫瘍当事者会の考える
	 これからの課題

太宰 牧子 特定非営利活動法人クラヴィスアルクス/一般社団法人ゲノム医療当事者団体連合会

W1-2	 当事者の遺伝子検査への思い
土井　 悟 ハーモニー・ライン (家族制大腸ポリポーシス患者と家族の会)

W1-3	 患者として、患者会として
飯塚 真弘 むくろじの会

W1-4	 リンチ症候群とともに生きる患者家族会の活動と会員の思い
柴田 良子 リンチ症候群患者家族会「ひまわりの会」

10:10-11:40	 LFS作業部会セッション

「分かってきたLi-Fraumeni症候群
  - 診断と予防・治療の進歩と多診療科連携の観点から」

座長: 服部 浩佳 (国立病院機構名古屋医療センター　遺伝診療科)
　　  田村 智英子 (FMC東京クリニック　医療情報・遺伝カウンセリング部)

LFS-1	 Li-Fraumeni症候群の臨床と研究の動向
	 - トロントでの臨床経験もふまえて -  小児腫瘍科医の視点から

中野 嘉子 Division of Haematology/Oncology, The Hospital for Sick Children

LFS-2	 Li-Fraumeni症候群について子どもにどのように伝えるか
	 - 子どもと親それぞれの立場より

金子 景香 がん研究会有明病院　臨床遺伝医療部

LFS-3	 Li-Fraumeni症候群におけるサーベイランス - 日本での現状と今後の展望
服部 浩佳 国立病院機構名古屋医療センター　遺伝診療科

LFS-4	 トランジションの壁を越えて 
	 - Li-Fraumeni症候群のサーベイランスと支援のこれから

鈴木 美慧 聖路加国際病院　遺伝診療センター

12:00-13:00	 ランチョンセミナー2

座長: 井本 逸勢 (愛知県がんセンター)

LS2	 今後のMGPTによる遺伝性腫瘍診断
桑田 　健 国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門

共催: 株式会社ファルコバイオシステムズ

第2会場(北九州国際会議場　2F　国際会議室)
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13:50-14:30	 要望演題2

「遺伝性腫瘍のリスク低減」
座長: 河村 京子 (小倉医療センター)
　　  佐々木 瑠美 (熊本大学病院)

RT2-1	 当院における保険適用外のリスク低減卵管卵巣摘出術
野村 秀高 がん研有明病院　婦人科

RT2-2	 対側リスク低減乳房切除術を実施した症例における、BRCA-Criskを用いた
	 対側乳癌の発症リスクの検討

吉村 章代 愛知県がんセンター　乳腺科

RT2-3	 進行乳癌患者のリスク低減手術適応判断と意思決定支援を経験して
菅原 宏美 兵庫県立がんセンター　遺伝診療科

RT2-4	 BRCA1/2病的バリアントを有する乳癌患者におけるリスク低減乳房切除術の
	 意思決定支援体制の確立 : 多機関共同研究(Reborn study 04)

関 　大仁 杏林大学医学部　乳腺外科

RT2-5	 当院におけるLi-Fraumeni 症候群女性の乳腺科診療からみるリスク低減乳房
	 切除術の現状と課題

前田 哲代 がん研究会有明病院　乳腺センター

14:40-15:40	 ワークショップ4

「遺伝性腫瘍の着床前遺伝学的検査（PGT-M）」
　　　　　座長: 田村 智英子 (FMC東京クリニック　医療情報・遺伝カウンセリング部)
　　　　　　　  中島 　健 (大阪国際がんセンター　遺伝子診療部　遺伝性腫瘍診療科)
コメンテーター: 青木 大輔 (国際医療福祉大学大学院/赤坂山王メディカルセンター)

W4-1	 PGT-M審査の現状と今後の課題
三浦 清徳 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　産婦人科学

W4-2	 実施施設からみたPGT-Mの現状
中岡 義晴 IVFなんばクリニック

W4-3	 海外の着床前遺伝学的検査(PGT-M)の動向と日本の課題: 遺伝性腫瘍を
	 中心に

田村 智英子 FMC東京クリニック　医療情報・遺伝カウンセリング部

W4-4	 がん専門施設に所属する遺伝カウンセラーの立場から
新川 裕美 がん研究会　有明病院　臨床遺伝医療部

W4-5	 妊孕性温存療法を実施した乳癌患者を対象とした遺伝学的検査の実態調査
	 及び着床前遺伝学的検査に対する意識調査

小西 晴久 IVFなんばクリニック

15:50-16:20	 教育セッション(学術・教育委員会企画)

座長: 吉田 玲子 (埼玉県立がんセンター    遺伝科)

BS-1	 自分でバリアントを評価してみよう(基礎編) - バリアント評価の概要と
	 問題点

山本　 剛 埼玉県立がんセンター　腫瘍診断・予防科
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16:30-17:30	 イブニングセミナー2

座長: 平田 　真 (国立がん研究センター 中央病院　遺伝子診療部門)

ES2	 多遺伝子パネル検査が問う遺伝性腫瘍診療のパラダイムシフトとその備え
井本 逸勢 愛知県がんセンター研究所

共催: ミリアド・ジェネティクス合同会社/株式会社エスアールエル
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第3会場(北九州国際会議場　2F　21会議室)

9:00-9:40	 要望演題1

「がん遺伝子パネル検査における2次的所見/生殖細胞系列所見の最新知見」
　　　　　座長: 平田 　真 (国立がん研究センター 中央病院　遺伝子診療部門)
　　　　　　　  小杉 眞司 (京都大学 医学研究科 ゲノム医療学講座)
コメンテーター: 下平 秀樹 (東北医科大学医学部　腫瘍内科学教室)

RT1-1	 当院における腫瘍組織のみのがん遺伝子パネル検査における 
	 germline findings の特徴と臨床的意義

幅野 愛理 公益財団法人 がん研究会有明病院　臨床遺伝医療部

RT1-2	 がん遺伝子パネル検査におけるT-only検査とペア検査の二次的所見への
	 対応の比較

加藤 真吾 横浜市立大学附属病院　がんゲノム診断科

RT1-3	 Tumor-only がん遺伝子パネル検査において、生殖細胞系列病的バリアント
	 の推定アルゴリズムは機械学習で改良できるか

張 　劉喆 東京大学整形外科

RT1-4	 C-CAT利活用ポータルを利用したLiquid Biopsy CGP検査におけるPGPV抽出
	 アルゴリズムの構築

小田 智世 国立がん研究センター中央病院　遺伝子診療部門

RT1-5	 C-CAT利活用ポータルを用いた膵癌患者のLiquid Biopsy CGP検査における
	 クローン性造血の考察 - CGP検査における「二次的所見 : クローン性造血」
	 の検討

松川 愛未 国立がん研究センター中央病院　遺伝子診療部門

9:50-10:35	 一般演題1

「HBOC①」
座長: 井上 　譲 (産業医科大学医学部　第1外科)

O1-1	 HBOC診断に対するBRACAnalysisⓇ提案後の検査実施状況の変化について
片岡 愛弓 愛知県がんセンター　乳腺科

O1-2	 当院における乳癌初期治療前HBOC遺伝子検査の現状
西山 康之 福岡和白病院

O1-3	 BRCA遺伝学的検査のタイミングと術式選択への寄与について検討
小野 寿子 京都第二赤十字病院　腫瘍内科

O1-4	 BRCA1/2病的バリアントを保持する乳癌患者に対する術前化学療法について
	 の考察

岡野 舞子 福島県立医科大学　乳腺外科学講座

O1-5	 術前術後と転移再発時におけるgBRCA1/2病的バリアントの有無と
	 臨床病理学的因子の関係

秋吉 清百合 国立病院機構九州がんセンター　乳腺科

O1-6	 遺伝性乳癌卵巣癌の血縁者に対する乳腺専門クリニックが果たすべき役割
赤羽 和久 赤羽乳腺クリニック



第31回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 (2025年6月20日(金) - 6月21日(土)/北九州)24

10:45-11:30	 一般演題2

「HBOC②」
座長: 久保　 真 (九州大学病院　乳腺外科/臨床遺伝医療部)

O2-1	 当院での乳癌患者におけるBRCA遺伝学的検査施行例の検討
矢﨑 真澄 静岡市立静岡病院　外科

O2-2	 当科での乳癌患者に対するBRCA遺伝学的検査
田上 貴之 産業医科大学　第1外科

O2-3	 当院にて診断されたBRCA1/2遺伝子変異陽性乳癌の検討
杉本 花奈乃 徳島市民病院

O2-4	 BRCA病的バリアントを有する乳癌既発症者における対側乳癌リスク因子に
	 ついての検討(続報)

村田 　健 国立がんセンター中央病院　乳腺外科

O2-5	 当院での未発症血縁者を対象としたBRCAシングルサイト検査の経験
新保 暁子 豊田厚生病院　産婦人科

O2-6	 遺伝性乳癌卵巣癌発端者診断から血縁者への遺伝情報に関するcascadingの
	 現状と今後の課題

大田 浩司 福井県立病院

13:50-14:35	 一般演題3

「HBOC③」
座長: 山口 昌俊 (宮崎大学医学部附属病院　遺伝カウンセリング部)

O3-1	 当院の卵巣癌未発症者の遺伝性乳癌卵巣癌に対する対応の現状
吉満 輝行 久留米大学病院婦人科

O3-2	 卵巣がん患者におけるBRCA遺伝学的検査実施率を上昇させるための取り組み
岡村 弥妃 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター　遺伝性がん診療科

O3-3	 早期卵巣癌患者における当院でのBRACAnalysisⓇによるHBOC診断の現状と
	 情報提供における課題

西野 翔吾 がん研有明病院　婦人科

O3-4	 遺伝性腫瘍に対するサーベイランスの取り組み - 健診センターと
	 がん診療連携拠点病院との連携

柴田 亜貴子 聖隷健康診断センター

O3-5	 遺伝性腫瘍に対するサーベイランスのセルフマネジメント支援 
	 - サーベイランス手帳の利用の効果と課題

好井 理世 堺市立総合医療センター　がんゲノムセンター

O3-6	 着床前診断(PGTM)によるBRCA1/2病的バリアント制御の生存年数への影響
岩谷 胤生 聖マリアンナ医科大学　乳腺・内分泌外科学
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14:45-15:30	 一般演題4

「Lynch症候群」
座長: 藤吉 健司 (久留米大学 外科学講座)

O4-1	 消化器癌患者におけるMSI検査/MMR IHC検査結果とLynch症候群診療
坂口 智紘 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター　消化器内科

O4-2	 リンチ症候群のユニバーサルスクリーニングには年齢制限戦略が有用か
高木 　徹 浜松医科大学　外科学第二講座

O4-3	 Lynch症候群患者における異時大腸癌の発癌状況
高雄 美里 都立駒込病院　大腸外科

O4-4	 術後に遅発性の免疫関連有害事象として血球貪食症候群を発症した
	 リンチ症候群合併大腸癌の1例

永吉 絹子 九州大学大学院医学研究院　臨床・腫瘍外科

O4-5	 本邦子宮体癌症例の生殖細胞系列MMR関連遺伝子変異と臨床病理学的特徴
加藤 真弓 国立がん研究センター中央病院

O4-6	 日本人11万人におけるミスマッチ修復遺伝子の疾患横断的ゲノム解析
水上 圭二郎 理化学研究所生命医科学研究センター　基盤技術開発研究チーム

15:40-16:15	 一般演題5

「消化器　ポリポーシス等①」
座長: 秋山 泰樹 (産業医科大学　消化器・内分泌外科)

O5-1	 家族性大腸腺腫症における上部消化管サーベイランス : 性差の影響
佐々木 和人 東京大学医学部附属病院　大腸肛門外科

O5-2	 家族性大腸腺腫症に随伴するStage IV十二指腸腺腫とAPC病的バリアント
	 部位の検討

母里 淑子 埼玉医科大学総合医療センター　ゲノム診療科

O5-3	 FAP患者に対するIDPにおけるCSPの安全性と有用性
石橋 一樹 広島大学病院　消化器内科

O5-4	 家族性大腸ポリポーシスにおける歯の問題に関する考察 - 患者・家族会での
	 アンケート調査から

田村 智英子 FMC東京クリニック　医療情報・遺伝カウンセリング部

O5-5	 家族性大腸ポリポーシス(FAP)での着床前遺伝学的検査(PGT-M)に
	 対する患者・家族の意識の実態

小貫 恵理佳 東京工科大学医療保健学部看護学科



第31回日本遺伝性腫瘍学会学術集会 (2025年6月20日(金) - 6月21日(土)/北九州)26

9:00-9:35	 一般演題6

「消化器　ポリポーシス等②」
座長: 水内 祐介 (九州大学　臨床・腫瘍外科)

O6-1	 マイクロアレイ染色体検査で確定診断に至りサーベイランスに繋がった
	 Peutz-Jeghers症候群の親子例

多田 陽香 姫路赤十字病院　遺伝子診療科

O6-2	 消化管過誤腫性腫瘍好発疾患群患者の生活の質に関する実態調査
川崎 優子 兵庫県立大学　看護学部

O6-3	 GAPPSに対する遺伝カウンセリングの現状と課題
安部 東子 熊本大学病院　遺伝診療センター

O6-4	 遺伝性びまん性胃癌の内視鏡検出可能病変および未検出病変の臨床病理学的
	 特徴

宇田 昂弘 広島大学　消化器内科

O6-5	 若年性大腸癌に対する術後サーベイランスにおける大腸腺腫の発生
池田 宗弘 京都大学医学部附属病院　消化器内科

9:45-10:20	 一般演題7

「MEN、Li-Fraumeni症候群」
座長: 内野 眞也 (医療法人野口記念会野口病院　外科)

O7-1	 多発性内分泌腫瘍症1型(MEN1)に合併した甲状腺腫瘍の3症例
武内 　大 名古屋大学医学部附属病院

O7-2	 MEN2家系の若年血縁者においてRET遺伝学的検査を施行し、
	 スクリーニング検査で甲状腺髄様癌が診断された一例

臼井 　健 大阪大学大学院医学系研究科　乳腺・内分泌外科学

O7-3	 Late onsetを呈したFIHPの1家系
村上 亜希子 野口病院　研究検査科

O7-4	 CDC73新規欠失を認めた副甲状腺癌合併副甲状腺機能亢進症顎腫瘍症候群
	 の一例

隅田 健太郎 札幌医科大学ゲノム予防医学講座　臨床ゲノム学分野

O7-5	 放射線誘発脳腫瘍を発症したLi-Fraumeni症候群の1例 - Li-Fraumeni症候群
	 診療における脳腫瘍放射線治療の課題

高柳 俊作 埼玉医科大学国際医療センター　脳脊髄腫瘍科

第4会場(北九州国際会議場　3F　32会議室)
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10:30-11:00	 一般演題8

「遺伝性腫瘍　その他」
座長: 河村 京子 (小倉医療センター)

O8-1	 婦人科がん遺伝子パネル検査228例から生殖細胞系列が疑われた症例40例の
	 検討 - 中国四国地方の解析

鶴田 智彦 香川大学医学部　周産期学婦人科学

O8-2	 小児の遺伝性両側褐色細胞腫の生殖細胞系列VHL遺伝子異常例
岡本 健太郎 東京科学大学　総合外科学分野

O8-3	 当院におけるLZTR1関連神経鞘腫症の臨床像
今井 　亨 国立がん研究センター中央病院　遺伝子診療部門

O8-4	 がんの着床前遺伝学的検査をどう考えるか? - 網膜芽細胞腫承認と今後
庵前 美智子 医療法人三慧会IVFなんばクリニック

13:50-14:40	 一般演題9

「診療体制」
座長: 沼田 早苗 (久留米大学病院　腫瘍センター)

O9-1	 当施設における多診療科・多職種による遺伝性腫瘍診療の取り組み
本吉 　愛 聖マリアンナ医科大学　乳腺・内分泌外科学

O9-2	 多施設多職種による遺伝性乳癌診療の現状
安藝 史典 伊藤外科乳腺クリニック

O9-3	 遺伝性乳癌卵巣癌家系における診療科連携と地域医療連携
柳沢 佳子 自治医科大学附属病院　がんゲノム医療部

O9-4	 当院における遺伝性大腸がんに対する診療体制の構築
中嶋 健太郎 NTT東日本関東病院　外科

O9-5	 当院におけるLynch症候群患者の拾い上げのための取り組み
大髙 理生 亀田総合病院　臨床遺伝科

O9-6	 神経線維腫症1型の診療連携に向けた取り組み
植野 さやか 藤田医科大学医学部　先端ゲノム医療科

O9-7	 がんゲノム医療のための多職種チーム構築の取り組み
永野 明子 佐世保市総合医療センター　ゲノム医療センター遺伝部門

14:50-15:25	 一般演題10

「遺伝カウンセリング」
座長: 安部 東子 (熊本大学病院　遺伝診療センター)

O10-1	 遺伝カウンセリング実施件数増加への課題と対策
廣吉 基己 済生会兵庫県病院　外科

O10-2	 遺伝カウンセリングの満足度および意思決定への影響について
田中 　彩 長崎大学大学院医歯薬総合研究科　腫瘍外科学分野
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O10-3	 乳がん患者の遺伝カウンセリング受診に影響を与える要因の探索 
	 - HBOC診療に関連して

小池 万里子 近畿大学大学院総合理工学研究科　理学専攻遺伝カウンセラー養成課程

O10-4	 当院のシングルサイト解析受検者の意思決定要因と遺伝カウンセリングに
	 ついての考察

小川 真紀 宮城県立がんセンター　遺伝カウンセリング室

O10-5	 14歳女児に対してHBOCに関する遺伝カウンセリングを行った経験
富永 牧子 昭和大学横浜市北部病院　臨床遺伝・ゲノム医療センター

15:35-16:10	 一般演題11

「MGPT」
座長: 浦川 優作 (藤田医科大学　先端ゲノム医療科)

O11-1	 当院における乳癌・卵巣癌患者の多遺伝子パネル検査(MGPT)実施症例の
	 検討

榊原 彩花 埼玉医科大学国際医療センター　がんゲノム医療科

O11-2	 当院における多遺伝子パネル検査の対象と実施状況
山村　 順 堺市立総合医療センター　がんゲノムセンター

O11-3	 膵癌患者に対する遺伝医療(がんゲノムプロファイアリング検査から
	 MGPT検査まで)

甲斐 恭平 姫路赤十字病院　遺伝子診療科

O11-4	 乳癌と膵癌の家族歴からMGPTを実施しPALB2遺伝子に生殖細胞系列病的
	 バリアントを認めた乳癌の一例

尾崎 沙羅 がん・感染症センター都立駒込病院　外科(乳腺)

O11-5	 骨髄移植歴のある乳癌患者に対し皮膚線維芽細胞を用いた多遺伝子パネル
	 検査を施行し、RAD51D病的バリアントを検出した一例

谷口 絵美 がん研究会有明病院　乳腺センター
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第2日目　6月21日(土)

第1会場(北九州国際会議場　1F　メインホール)

9:00-10:20	 シンポジウム4

「リンチ症候群 updated」
座長: 田中屋 宏爾 (国立病院機構岩国医療センター　外科)
　　  山口 達郎 (がん・感染症センター都立駒込病院　遺伝子診療科)

S4-1	 リンチ症候群の遺伝学的検査とバリアント評価
山本　 剛 埼玉県立がんセンター　腫瘍診断・予防科

S4-2	 リンチ症候群に発生する大腸腫瘍の原因遺伝子別特異性に関する検討
千野 晶子 がん研有明病院

S4-3	 リンチ症候群のエビデンス
山田 真善 国立がん研究センター中央病院　内視鏡科

S4-4	 Lynch-like症候群の疾患概念と最新知見
伊藤 徹哉 埼玉医科大学総合医療センター　消化管一般外科

S4-5	 個別化医療時代のLynch症候群リスク評価と遺伝カウンセリング
田辺 記子 埼玉医科大学総合医療センター　ゲノム診療科

10:30-11:30	 ワークショップ3

「遺伝性腫瘍診療のガイドライン」
　　　　　座長: 山田 真善 (国立がん研究センター中央病院　内視鏡科/遺伝子診療部門)
　　　　　　　  田辺 記子 (埼玉医科大学総合医療センター　ゲノム診療科)
コメンテーター: 大住 省三 (松山市民病院　外科)

W3-1	 遺伝性大腸癌診療ガイドラインの課題と今後への期待
田中屋 宏爾 国立病院機構岩国医療センター　外科

W3-2	 小児・成人のための消化管過誤腫性ポリポーシス診療ガイドライン
	 (2020年)と今後への課題

中山 佳子 信州大学医学部保健学科

W3-3	 リー・フラウメニ症候群の診療ガイドライン2019の改訂について
山本 弥寿子 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター　遺伝性がん診療科

W3-4	 遺伝性腫瘍症候群に関するMGPTの手引き作成上の課題と将来への期待
平沢　 晃 岡山大学学術研究院医歯薬学域　臨床遺伝子医療学分野

11:35-11:50	 会長講演

座長: 平田 敬治 (産業医科大学 医学部 第1外科)

CCL	 九州の地で取り組む遺伝性腫瘍
織田 信弥 国立病院機構九州がんセンター　腫瘍遺伝学研究室
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12:00-13:00	 ランチョンセミナー3

座長: 織田 克利 (東京大学大学院医学系研究科 医用生体工学講座 統合ゲノム学分野)

LS3	 がんゲノム医療のBeyond the Borders - 地域と社会を切り拓くための当院の
	 取り組み

奥川 喜永 三重大学医学部附属病院　ゲノム医療部

共催: 中外製薬株式会社

13:10-13:30	 会員報告会

13:40-15:00	 会長企画2 (パネルディスカッション)

「遺伝・ゲノム医療と社会  - ゲノム情報による不当な差別等への対応を考える」
　　　座長: 武藤 香織 (東京大学医科学研究所/理化学研究所　生命医科学研究センター)
　　　　　  井本 逸勢 (愛知がんセンター研究所)
パネリスト: 武藤 香織 (東京大学医科学研究所/理化学研究所　生命医科学研究センター)
　　　　　  松浦 祐史 (厚生労働省　医政局研究開発政策課医療イノベーション推進室)
　　　　　  小谷 修一 (生命保険協会　遺伝WG/明治安田生命保険相互会社事務サービス企画部)
　　　　　  土井 　悟 (家族性大腸ポリポーシス患者と家族の会ハーモニー・ライン)
　　　　　  飯塚 真弘 (むくろじの会(MEN患者と家族の会))

PS2-1	 諸外国でのゲノム情報(遺伝情報)に関する偏見や差別への対応
(Keynote)   武藤 香織 東京大学医科学研究所/理化学研究所　生命医科学研究センター

PS2-2	 ゲノム医療推進法に基づく基本計画の策定と不当な差別への適切な対応の
	 確保について - 労働分野における対応を中心に

松浦 祐史 厚生労働省　医政局研究開発政策課医療イノベーション推進室

PS2-3	 民間生命保険の引受・支払における遺伝情報の取扱い
小谷 修一 生命保険協会　遺伝WG/明治安田生命保険相互会社 事務サービス企画部

　パネルディスカッション

15:10-16:30	 シンポジウム6

「HBOC updated」
座長: 有賀 智之 (東京科学大学病院　総合外科学講座　乳腺外科)
　　  増田 健太 (慶應義塾大学医学部　産婦人科)

S6-1	 Ten years more on from “Beyond BRCA”
吉田 玲子 埼玉県立がんセンター　遺伝科

S6-2	 HBOCの新たな関連がん
桃沢 幸秀 理化学研究所・生命医科学研究センター・基盤技術開発研究チーム

S6-3	 HBOCのカスケードスクリーニング - 現状と課題
植野 さやか 藤田医科大学医学部　先端ゲノム医療科

S6-4	 HBOC と生殖補助医療
中津川 智子 東京都立病院機構都立駒込病院　外科(乳腺)
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S6-5	 HBOCに対する薬物療法最前線 : PARP阻害薬はHBOCの枠を越えはじめた
松本 光史 兵庫県立がんセンター　腫瘍内科/遺伝診療科

S6-6	 BRCA遺伝学的検査の乳腺クリニックにおける実施状況と課題
稲垣 麻美 いながき乳腺クリニック

16:30-16:40	 閉会式
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第2会場(北九州国際会議場　2F　国際会議室)

9:00-10:20	 シンポジウム5

「遺伝・ゲノム医療と地域ネットワーク - 九州家族性腫瘍ネットワーク企画」
座長: 松本 　恵 (日本赤十字社長崎原爆病院　乳腺・内分泌外科)
　　  川野 純子 (社会医療法人博愛会相良病院　乳腺・甲状腺外科/遺伝相談外来)

S5-1	 九州・沖縄地区における遺伝・ゲノム医療ネットワーク - 九州家族性腫瘍
	 ネットワーク(KFCN)のこれまでとこれから2025

川野 純子 社会医療法人博愛会相良病院　乳腺・甲状腺外科/遺伝相談外来

S5-2	 四国の連携 - 認定遺伝カウンセラー®が繋ぐ地域の遺伝診療
山本 弥寿子 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター

S5-3	 福島県および東北地方における遺伝性腫瘍ネットワーク -「東北家族性腫瘍
	 研究会」と「ジェネティックハンド」の活動を例に

勝部 暢介 公益財団法人星総合病院　遺伝カウンセリング科

S5-4	 多施設共同研究への参加による遺伝性腫瘍症候群の診療連携
藤田 裕子 姫路赤十字病院　遺伝子診療科

S5-5	 遠隔遺伝カウンセリングを用いた協働遺伝診療モデル構築の試み
石岡 宏太 がん研有明病院

10:30-11:30	 ワークショップ2

「遺伝性腫瘍の診療・研究体制 - 臨床実装に向けた戦略と展望」
　　　　　座長: 服部 浩佳 (国立病院機構名古屋医療センター遺伝診療科)
　　　　　　　  平田 　真 (国立がん研究センター 中央病院　遺伝子診療部門)

W2-1	 遺伝性骨・軟部腫瘍に対する診療からトランスレーショナルリサーチを目的
	 とした体制の構築

中田 英二 岡山大学整形外科

W2-2	 Li-Fraumeni症候群のサーベイランス臨床研究体制の構築
服部 浩佳 国立病院機構名古屋医療センター　遺伝診療科

W2-3	 小児遺伝性腫瘍レジストリパイロット研究　
	 - 小児がん研究グループ(JCCG)遺伝性腫瘍委員会

中野 嘉子 東京大学　小児科

W2-4	 遺伝性腫瘍に対するこれからの研究モデル  - リスク低減卵管卵巣摘出術検体
	 における漿液性卵管上皮内癌に対する臨床及び基礎的疑問を解決するために

小林 佑介 筑波大学医学医療系　産科婦人科学

W2-5	 遺伝性腫瘍診療と医療経済 - リスク低減手術とユニバーサルスクリーニング
	 を中心に

新井 正美 順天堂大学大学院医学研究科　臨床遺伝学
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12:00-13:00	 ランチョンセミナー4

「dMMR大腸癌患者のQOL向上を目指した試み」
座長: 石田 秀行 (埼玉医科大学 総合医療センター)

LS4-1	 MMR IHC検査を用いたユニバーサルスクリーニング
藤吉 健司 久留米大学　外科学講座

LS4-2	 dMMR大腸癌の最新治療
坂東 英明 国立がん研究センター東病院　消化管内科

共催: ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

13:40-14:40	 ワークショップ5

「消化管ポリポーシスの課題」
　　　　　座長: 石川 秀樹 (京都府立医科大学　分子標的予防医学)
　　　　　　　  中島 　健 (大阪国際がんセンター　遺伝子診療部遺伝性腫瘍診療科)
コメンテーター: 門馬 智之 (福島県立医科大学　消化管外科)

W5-1	 過誤腫性ポリポーシス(Peutz-Jeghers症候群、
	 若年性ポリポーシス症候群、Cowden症候群/PTEN過誤腫症候群)

坂本 博次 自治医科大学　富士フイルムメディカル国際光学医療講座

W5-2	 SPS部会の取り組みについて
卜部 祐司 広島大学病院　消化器内科

W5-3	 大腸腺腫性ポリポーシスに対する遺伝学的検査の有用性 - 稀な腺腫性
	 ポリポーシス

山口 達郎 がん・感染症センター都立駒込病院

W5-4	 家族性大腸腺腫症の化学予防
石川 秀樹 京都府立医科大学　分子標的予防医学

15:00-17:00	 市民公開講座

「がんって遺伝するの？」
司会: 小野村 健太郎 (｢患者塾｣塾長)

登壇者 : 	柴田 良子 リンチ症候群患者家族会「ひまわりの会」

　	 箕浦 祐子 厚生労働省　健康・生活衛生局 がん・疾病対策課

　	 松本 　恵 日本赤十字社長崎原爆病院    乳腺・内分泌外科

　	 秋山 泰樹 産業医科大学医学部　消化器・内分泌外科

　	 川﨑 祐也 産業医科大学病院　遺伝カウンセリング科

　	 伊藤 重彦 北九州市立八幡病院

　	 矢田 親一朗 遠賀中間医師会おんが病院
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第3会場(北九州国際会議場　2F　21会議室)

9:00-9:40	 要望演題3

「チーム医療」
　　　　　座長: 沼田 早苗 (久留米大学病院　腫瘍センター)
　　　　　　　  田浦 裕三子 (九州大学病院　臨床遺伝医療部/産科婦人科)
コメンテーター: 西垣 昌和 (国際医療福祉大学大学院　遺伝カウンセリング分野)

RT3-1	 当院における遺伝性腫瘍のチーム医療 - 遺伝性乳癌卵巣癌症候群(HBOC)
	 を例に

安田 有理 石巻赤十字病院　遺伝診療課

RT3-2	 がん未発症者HBOCに対する乳房サーベイランスおよび両側リスク低減乳房
	 切除術の取り組み

春山 優理恵 公益財団法人がん研究会有明病院　乳腺外科

RT3-3	 AYA世代の乳がん患者における遺伝学的検査の検討
伊藤 由季絵 がん研有明病院　乳腺センター

RT3-4	 遺伝性腫瘍症候群のサーベイランス - 未発症者の障壁を心理士の立場から
	 考察する

井上 実穂 国立病院機構四国がんセンター　心理支援室

RT3-5	 当施設VHL病センターにおける11診療科連携の取り組み
高橋 綾子 京都大学大学院医学研究科　眼科学

9:40-10:15	 一般演題12

「VUS」
座長: 川﨑 祐也 (産業医科大学　遺伝カウンセリング科)

O12-1	 当院におけるBRCA遺伝学的検査VUS症例の検討
小川 あゆみ 国立がん研究センター中央病院　乳腺外科

O12-2	 BRACAnalysisⓇ検査でVUSと判定された非典型的位置レアバリアントによる
	 スプライシング異常

江口 英孝 順天堂大学大学院医学研究科　難病の診断と治療研究センター

O12-3	 BRCA2遺伝子c.7847C>T(p.Ser2616Phe)は日本人に固有の病的バリアント
	 である

山澤 一樹 国立病院機構東京医療センター　遺伝診療科

O12-4	 PTEN病的バリアントを保有する日本人がん患者の特徴
中川 英刀 理化学研究所　生命医科学研究センター

O12-5	 ToMMo-54KJPNデータを用いた日本人一般集団におけるTP53バリアント
	 頻度に関する検討

真里谷 奨 札幌医科大学医学部　産婦人科学講座
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10:25-11:00	 一般演題13

「リスク低減」
座長: 佐々木 瑠美 (熊本大学病院)

O13-1	 HBOC患者に対するリスク低減卵管卵巣摘出術の現状と課題
横山 貴紀 国立病院機構四国がんセンター　婦人科

O13-2	 当院におけるHBOC乳がん患者へのリスク低減手術の実施状況と予後に
	 関する検討

樋口 　徹 さいたま赤十字病院　乳腺科

O13-3	 当院におけるHBOCのリスク低減手術の実際と課題
杉原 利枝 久留米大学　外科学講座

O13-4	 HBOC診断後の初回サーベイランスにより乳癌が発見され、乳癌根治手術・
	 CRRM・RRSOを同時に施行した一例

高橋 孝幸 慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室

O13-5	 性同一性障害若年患者の未発症HBOCに対するリスク低減手術を施行した一例
高橋 ゆうこ 岡山大学病院　乳腺・内分泌外科

11:00-11:30	 一般演題14

「疫学・スクリーニング、基礎」
座長: 副島 英伸 (佐賀大学医学部　分子遺伝学)

O14-1	 大阪府がん診療拠点病院で乳癌と診断された症例におけるBRCA1/BRCA2
	 遺伝学的検査の受検に関する疫学研究

乾 　智惠 大阪国際がんセンター　遺伝子診療部遺伝性腫瘍診療科

O14-2	 リンチ症候群遺伝子バリアントの健常者コホートへの遺伝情報返却の
	 取り組み

高橋 雅信 東北大学大学院医学系研究科　臨床腫瘍学分野

O14-3	 内科・外科外来及び健診における、家族歴アンケートによる遺伝性腫瘍の
	 スクリーニングの有用性

河合 貞幸 コミュニティーホスピタル甲賀病院　腫瘍内科

O14-4	 空間的トランスクリプトーム解析に基づく遺伝性腎癌HLRCCの
	 腫瘍内不均一性の解明

軸屋 良介 横浜市立大学大学院医学研究科　泌尿器科学

13:40-14:15	 要望演題4

「MGPTの可能性と実装上の課題」
座長: 植木 有紗 (がん研有明病院　臨床遺伝医療部)
　　  隈元 謙介 (香川大学　医学部ゲノム医科学・遺伝医学)

RT4-1	 当院における自費診療でのMulti-Gene Panel Testingの実施状況と今後の
	 課題

高磯 伸枝 愛知県がんセンター
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RT4-2	 当科における遺伝性腫瘍のMGPTの現況
長塚 美樹 公益財団法人　星総合病院　外科

RT4-3	 遺伝性腫瘍原因遺伝子のモザイクを有する27症例18家系の臨床
	 プロファイリング

友澤 周子 国立がん研究センター中央病院　遺伝子診療部門

RT4-4	 ターゲットシーケンスを用いた血液疾患の研究解析における生殖細胞系列
	 病的バリアントに対する当院の取り組みと血液領域のMGPTにおける課題

岡 　知美 京都大学医学部附属病院　遺伝子診療部

14:15-14:50	 一般演題15

「がんゲノム医療」
座長: 奥村 祐太 (九州がんセンター　消化管・腫瘍内科)

O15-1	 地方のがんゲノム医療連携病院における膵癌遺伝子パネル検査の現状
河本 　徹 JA北海道厚生連旭川厚生病院　遺伝・ゲノム診療科

O15-2	 がんゲノムプロファイリング検査におけるオンライン診療のニーズ把握の
	 ためのアンケート調査

梅垣 　翔 愛知県がんセンター　ゲノム医療センター

O15-3	 家族歴からみた乳癌・卵巣癌におけるがん遺伝子パネル検査の現状
北嶋 貴仁 三重大学医学部附属病院　ゲノム医療部

O15-4	 C-CATデータベースを用いたMSI-H腫瘍に対する免疫チェックポイント
	 阻害薬の効果に関する解析

小峰 啓吾 東北大学病院　腫瘍内科

O15-5	 当院で実施した固形がんのMSI検査またはMMRタンパクの検査件数と
	 陽性率、陽性患者に対する免疫チェックポイント阻害剤(ICI)の効果に
	 関する検討

高瀬 直人 宝塚市立病院　腫瘍内科

15:00-15:35	 一般演題16

「二次的/生殖細胞系列所見①」
座長: 松﨑 佐和子 (九州大学病院臨床遺伝医療部)

O16-1	 がんゲノム医療における遺伝医療の現状
松林 宏行 静岡県立静岡がんセンター　ゲノム医療推進部

O16-2	 包括がんゲノムプロファイリング検査より検出された臨床の表現型から
	 想定困難な二次的所見の経験

仲 なつき 埼玉県立がんセンター　腫瘍診断・予防科

O16-3	 当施設におけるがん遺伝子パネル検査の2次的所見と遺伝相談外来受診の
	 現状と課題

石川 敏昭 順天堂大学医学部附属順天堂医院　腫瘍内科

O16-4	 当院におけるがん遺伝子パネル検査による二次的所見への対応と今後の課題
佐藤 綾花 東京大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科学
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O16-5	 がんゲノム医療連携病院におけるがんゲノム医療の実情
一木 　愛 日本医科大学付属病院　遺伝診療科

15:35-16:05	 一般演題17

「二次的/生殖細胞系列所見②」
座長: 柊中 智恵子 (熊本大学大学院 生命科学研究部)

O17-1	 包括的がんゲノムプロファイリング検査おける生殖細胞系列病的バリアント
	 のスクリーニング - 地方の単施設での検討

石堂 佳世 茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター　遺伝子診療部

O17-2	 包括的がんゲノムプロファイリング検査により2次的所見が同定された
	 胆道癌患者の遺伝カウンセリング外来受診についての報告

砂川 真輝 名古屋大学医学部附属病院　消化器・腫瘍外科

O17-3	 当院での胸部悪性疾患における包括的がんゲノムプロファイリング(CGP)
	 検査の二次的所見に関する診療状況

國政　 啓 大阪国際がんセンター　遺伝子診療部

O17-4	 がんゲノムプロファイル検査を契機に診断されたモザイク例に対する
	 サーベイランスの方針決定

横井 左奈 千葉県がんセンター　遺伝子診断部
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ポスター

ポスター1　6月20日（金）

「HBOC①」
P1-01	 当院乳腺外科におけるBRCA遺伝子検査の現状と課題

的野 る美 広島赤十字・原爆病院　外科

P1-02	 当院におけるBRCA1/2遺伝学的検査の現状と病的バリアント陽性患者の検討
勝木 健文 北九州総合病院　乳腺外科

P1-03	 超高齢の遺伝性乳がん卵巣がん患者の臨床における課題
中西 一歩 新松戸中央総合病院

P1-04	 当院でBRCA1/2遺伝学的検査を実施した男性乳癌患者に関する検討
笠松 志穂 和歌山県立医科大学附属病院　遺伝診療部

P1-05	 当院におけるHBOC血縁者に対するBRCA遺伝学的検査実施状況
井上 寛章 徳島大学大学院　胸部・内分泌・腫瘍外科学

P1-06	 遺伝学的検査にてVUSと診断された症例の検討
髙原 祥子 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院

P1-07	 BRCA1/2遺伝学的検査を実施した患者におけるVUS保有率と臨床的特徴の
	 検討

中村 萌美 愛媛大学医学部附属病院　乳腺センター

P1-08	 遺伝性乳がん卵巣がん(hereditary breast and ovarian cancer syndrome :
	 HBOC)の乳がん患者における遺伝情報の受容過程から考える医療支援に
	 ついて

瀨戸 愛子 札幌医科大学大学院医学研究科　臨床遺伝学

P1-09	 当院におけるBRCA1/2遺伝子検査の現状　- 遺伝性腫瘍外来設置の影響を
	 考える

安康 真由香 国家公務員共済組合連合会立川病院　産婦人科

P1-10	 当院におけるBRCA遺伝学的検査の結果が術式に与える影響
丸谷 早紀子 東京科学大学病院　乳腺外科

P1-11	 BRCA1病的バリアントを保持しながら乳房温存療法を希望した一例
永松 敏子 中津市立中津市民病院

P1-12	 9年後にHBOCと診断されたTrousseau症候群を合併した卵巣癌の1例
福田 貴則 湘南鎌倉総合病院　産婦人科

P1-13	 HER2陰性StageII-III乳癌におけるgBRCA PV有無での術前化学療法への
	 反応性の検討

林 　友美 静岡県立静岡がんセンター　乳腺外科

P1-14	 HER2陽性再発乳がんの再生検でHER2陰転化を確認し、コンパニオン
	 診断にてHBOC診断に至った一例

梶原 友紀子 広島市立広島市民病院

P1-15	 BRCA2病的バリアントを有する超高齢乳癌患者のCRRM後に卵巣癌を発症
	 した1例

森園 亜里紗 東京大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科学
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P1-16	 当院におけるHBOC患者へのリスク低減乳房切除と自家組織を用いた
	 一次一期両側乳房再建についての検討

緒方 亜希子 国立がん研究センター中央病院　形成外科

P1-17	 東京科学大学病院におけるHBOC診療の実態 : 保険診療移行後のRRSO及び
	 RRM

甲畑(照井) 宏子　東京科学大学病院　遺伝子診療科

P1-18	 HBOC診療におけるクリニックの役割
指宿 睦子 くまもとブレストクリニック

P1-19	 RRSO後の更年期症状に対してホルモン補充療法を行った一例
植田 麻衣子 広島市立広島市民病院

P1-20	 妹の乳癌発症を契機にBRCA遺伝学的検査を行いBRCA2病的バリアントを
	 認めた異時性両側乳癌患者にリスク低減卵巣卵管摘出術を行った1例

服部 正見 福岡赤十字病院　外科

P1-21	 当院におけるBRCA遺伝学的検査の運用と遺伝カウンセリング加算の
	 オーダー状況

大田 亜希子 トヨタ記念病院　ゲノム医療科

P1-22	 BRCAバリアント保持者の血縁者に対するカウンセリングと遺伝学的検査
	 受検についての後方視的検討

徳田 恵美 福島県立医科大学　腫瘍内科学講座

P1-23	 BRCA1/2遺伝学的検査を受ける乳がん患者の理解支援を目的とした
	 マンガ冊子ツールの開発と医療従事者へのアンケート調査による有用性の
	 検討

平岡 弓枝 国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門

P1-24	 男性乳癌と前立腺癌を同時に診断されたHBOCの1例
川路 万理 公立那賀病院　乳腺・呼吸器外科

ポスター2　6月20日（金）

「Lynch症候群」
P2-01	 Lynch症候群におけるMSI-High結腸癌に対してPembrolizumabを投与し
	 完全奏功を得られた1例

森 　友輔 太田西ノ内病院

P2-02	 Lynch症候群の尿路上皮癌術後再発に対してPembrolizumabが奏効した2例
佐藤 博亮 産業医科大学　泌尿器科学講座

P2-03	 MSH2病的バリアントがモザイクとして検出されたLynch症候群の一例
松谷 サディア 兵庫県立がんセンター　遺伝診療科

P2-04	 頚部食道異所性胃粘膜から発生した食道腺癌が診断契機となったLynch
	 症候群の1例

長末 智寛 九州大学大学院　病態機能内科学

P2-05	 同時性多発大腸癌と腎盂癌に粘液線維肉腫の合併を認めたリンチ症候群
	 疑いの一例

水内 ユウスケ 九州大学　臨床・腫瘍外科

P2-06	 リンチ症候群患者に発生したdMMR乳癌の1例
渡邉 法之 大阪国際がんセンター　乳腺・内分泌外科
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P2-07	 右側横行結腸癌および尿管癌既往の子宮内膜癌罹患からリンチ症候群を
	 強く疑った一症例

瓜生 泰恵 九州大学病院別府病院　婦人科

P2-08	 8回の開腹歴のあるLynch症候群患者に対して残存大腸全摘術を施行した1例
杉井 裕和 国立病院機構岩国医療センター　がんゲノム診療部

P2-09	 Lynch症候群家系に発生した食道胃接合部腺癌 の1例
加島 弘崇 京都大学医学部付属病院　消化器内科

P2-11	 多発する消化器癌に引き続きケラトアカントーマを合併したMuir-Torre
	 症候群の1例

鈴木 博也 福島県立医科大学　消化管外科学講座

P2-12	 がん遺伝子パネル検査を契機にLynch症候群と診断された肺小細胞がん患者
	 の一例

宮田 海香子 市立豊中病院　がんゲノム医療センター

P2-13	 子宮体部・胃・大腸・小腸癌を発症したMLH1 epimutationによるLynch
	 症候群の1例

鈴木 陽三 市立豊中病院　消化器外科

P2-14	 子宮体部粘液性癌ⅣB期を契機に診断されたLynch症候群の1例
渡邉 百恵 杏林大学　産科婦人科

P2-15	 高齢化地区における高齢者に対するリンチ症候群ユニバーサル
	 スクリーニングの意義と課題

吉岡 貴裕 高知医療センター

P2-16	 リンチ症候群に関する意識調査 - 研修後のアンケートを通じて
櫻井 史子 独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター

P2-17	 50歳以下の子宮体癌患者に対して、病理標本を用いてリンチ症候群に
	 対する免疫染色を用いたスクリーニングの検討結果

中村 和人 群馬県立がんセンター

P2-18	 当院におけるリンチ症候群ユニバーサルスクリーニングの現状と課題
八田 尚人 富山県立中央病院　皮膚科/遺伝診療科

P2-19	 当院におけるLynch症候群の診断契機および今後の課題について
前田 英子 京都府立医科大学大学院　分子診断・治療医学

P2-20	 泌尿器科領域におけるLynch症候群スクリーニングの試み
安宅 祐一朗 国立病院機構四国がんセンター　泌尿器科

ポスター3　6月20日（金）

「消化器　ポリポーシス等」
P3-01	 家族歴からGastric adenocarcinoma and proximal polyposis of the stomach 
	 (GAPPS)が疑われた1例

金坂 　卓 大阪国際がんセンター　消化管内科

P3-02	 包括的ゲノムプロファイリングによりGAPPSに伴う進行胃癌からの転移の
	 可能性が示唆された原発不明癌の一例

糀谷 嘉起 大阪国際がんセンター　腫瘍内科
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P3-03	 シングルポート手術支援ロボットda Vinci SP Surgical Systemを用いた
	 予防的大腸全摘術を施行した家族性大腸腺腫症の3例

有賀 翔太 国立がん研究センター中央病院　大腸外科

P3-04	 家族性大腸ポリポーシスに合併した甲状腺癌の1例
青木 麻由 群馬大学医学部附属病院　乳腺・内分泌外科

P3-05	 APC遺伝子の全エクソン欠損を有するデスモイドを発症した家族性
	 大腸腺腫症の1家系

藤吉 健司 久留米大学医学部　外科学講座

P3-07	 当院の大腸がんにおける遺伝性腫瘍関連遺伝子異常の現状
中野 麻恵 新潟大学医歯学総合病院　がんゲノム医療センター

P3-08	 Peutz-Jeghers 症候群の一卵性双生児における表現型の検討
鈴木 興秀 埼玉医科大学総合医療センター　ゲノム診療科

P3-09	 腹腔鏡下手術で胃全摘を行った若年性ポリポーシスのサーベイランス
重安 邦俊 岡山大学　消化器外科

P3-10	 遺伝性膵癌の一例
保田 宏明 済生会滋賀県病院　消化器内科

P3-11	 炎症性腸疾患関連消化管腫瘍を認めたX連鎖性無γグロブリン血症の1例
松本 瑛生 新潟大学　消化器・一般外科

ポスター4　6月20日（金）

「診療体制」
P4-01	 当院におけるHBOC診療の意識調査から考えられる現状と課題

前山 愛香里 地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構日本海総合病院　医事課診療支援係

P4-02	 当院での卵巣癌患者におけるBRCA1/2遺伝子検査施行症例の検討
村元 　勤 長野市民病院　婦人科

P4-03	 乳腺外科医が直面する遺伝性腫瘍との関わり
石橋 　佳 JA北海道厚生連旭川厚生病院

P4-04	 当施設における遺伝性乳がん診療体制
石橋 祐子 東京女子医科大学附属足立医療センター

P4-05	 当院におけるがん未発症BRCA1/2病的バリアント保持者に対する取組みに
	 ついて

植田 雄一 さがら病院宮崎　乳腺外科

P4-06	 遺伝学的検査の対象が大幅に増えた2024年版HBOC診療ガイドラインを
	 踏まえた一地域での取り組み

岸 　和樹 杉田玄白記念公立小浜病院

P4-07	 当院におけるMSI検査およびMSI-High患者のカウンセリングの現状
岡田 真由美 豊橋市民病院　産婦人科

P4-08	 当院におけるLynch症候群の診療体制について
金城 達也 琉球大学　消化器・腫瘍外科

P4-09	 当院における膵癌早期診断プロジェクトの立ち上げ
岩田 可奈恵 船橋市立医療センター
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P4-10	 乳癌標準治療を実践する上での、がん遺伝子パネル検査と抗癌剤の承認状況
	 に関する諸問題

山本 春風 くまもと森都総合病院

P4-11	 当院におけるがん遺伝子パネル検査での二次的所見とその後の対応について
坂下 博之 横須賀共済病院　がんゲノムセンター

P4-12	 FH腫瘍易罹患性症候群/HLRCC(遺伝性平滑筋腫症及び腎細胞癌症候群)の
	 小児症例 - 小児専門病院での院内外連携と遺伝カウンセリングの課題

松田 圭子 大阪母子医療センター　遺伝診療科

P4-13	 当院における遺伝性腫瘍コーディネーターの活動の現状と課題
	 - がん遺伝子パネル検査依頼医へのアンケートより

増尾 由紀 市立奈良病院

P4-14	 家族歴問診票による家族歴聴取の有用性
宇野 摩耶 四国がんセンター　乳腺外科

P4-15	 がん遺伝子パネル検査でPGPVと判断されたが、生殖細胞系列の確認検査に
	 至らなかった症例の検討

寺本 晃治 滋賀医科大学医学部附属病院　腫瘍内科

P4-16	 がんゲノムプロファイル検査効率化のための自動解析ツールの開発
井上 　大 東京都立多摩総合医療センター　ゲノム診療科

ポスター5　6月20日（金）

「リスク低減治療」
P5-01	 子のMGPTを契機にBRIP1病的バリアント保持者と判明しRRSOを実施した
	 1例

吉浜 智子 慶應義塾大学医学部　産婦人科学教室

P5-02	 BRCA2遺伝子に病的バリアントを有する患者の卵巣癌術後に診断した
	 乳癌の手術と同時に対側乳房のリスク低減手術を施行した1例

河野 誠之 兵庫県立はりま姫路総合医療センター　乳腺外科

P5-03	 乳癌手術時に対側リスク低減乳房切除とリスク低減卵巣切除を他施設と
	 連携して同時に施行した1例

常泉 道子 静岡県立総合病院　乳腺外科

P5-04	 HBOCと診断された患者がリスク低減手術を意思決定する際に影響する
	 要因について - 当院で経験した6症例の振り返りから

松本 仁美 兵庫県立はりま姫路総合医療センター　看護部

P5-05	 当院の遺伝性乳癌卵巣癌患者の対側リスク低減乳腺切除術(CRRM)の
	 現状とCRRM選択の背景の検討

井上 田鶴子 大阪国際がんセンター 　遺伝子診療部遺伝性腫瘍診療科

P5-06	 RRSOを希望する後期高齢乳癌患者の意思決定支援
鶴田 華林 聖隷横浜病院　看護部
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ポスター6　6月21日（土）

「HBOC②」
P6-01	 未発症のBRCA病的バリアント保持者に対する当院でのサーベイランス

落合 百合菜 九州大学病院　乳腺外科

P6-02	 大阪公立大学病院におけるHBOC患者の膵サーベイランス法の検討
佐野 智弥 大阪公立大学大学院医学研究科　消化器外科学

P6-03	 当クリニックのHBOC乳癌症例に対する胃癌発症予防のこころみ
中村 幸子 第二川崎幸クリニック

P6-04	 遺伝性乳がん卵巣がん症候群の発端者が死亡後、子供のカスケード遺伝学的
	 検査に繋がった経験

黒澤 多英子 埼玉医科大学国際医療センター　乳腺腫瘍科

P6-05	 遺伝性乳癌卵巣癌に対する卵巣癌サーベイランスで診断した早期卵管癌の
	 一例

舩田 瑛太郎 がん研究会　有明病院

P6-06	 遺伝性乳がん卵巣がんについて異なる選択をした一家系
構 　奈央 和歌山県立医科大学附属病院　遺伝診療部

P6-07	 クリニックでの乳癌診断時の家族歴聴取が早期の遺伝性乳癌卵巣癌診断・
	 治療に結びついた一例

中山 可南子 mammaria tachikawa

P6-08	 家族歴からHBOCを疑いBRCA遺伝学的検査を施行しBRCA2の病的
	 バリアントを認めたため乳房全切除術を選択したStageI乳癌の1例

新郷 寅吉 福岡赤十字病院　外科

P6-09	 包括的がんゲノムプロファイリング検査が診断に有用であった腹膜癌の
	 1症例

朝永 千春 佐世保市総合医療センター　産婦人科

P6-10	 HER2陽性転移乳癌治療中に腫瘍組織の全エクソーム解析でHBOCが判明
	 した症例から考える遺伝カウンセリングの意義

前川 まりこ 大阪大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科

P6-11	 乳がん看護認定看護師に求められる遺伝看護の実践能力  - HBOCと診断
	 された患者の実子への遺伝学的検査の意志決定支援の一考察

玉置 一栄 石巻赤十字病院

P6-12	 進行前立腺癌に対する包括的がんゲノムプロファイリング検査を契機に
	 遺伝性乳癌卵巣癌と診断され，未発症血縁者の遺伝学的検査につながった
	 一例

北山 沙知 埼玉医科大学総合医療センター　泌尿器科

P6-13	 当院におけるMyChoice検査とHBOC診断への取り組み
前之原 章司 九州大学病院　産科婦人科

P6-14	 del entire BRCA1 geneの1例 - 第2報
宮本 健志 群馬県立がんセンター　遺伝診療科

P6-15	 乳癌精査中にBRCA1 c.5470-5477del(漢民族の創始者変異)が判明した1例
池田 達彦 帝京大学医学部　外科

P6-16	 BRCA2遺伝子に2つの病的バリアントを認めた1例
大儀 夏子 国立がん研究センター中央病院　乳腺外科
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P6-17	 当院における BRACAnalysisⓇの VUS 再分類に関する検討
北原 友梨 大阪大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科

P6-18	 卵巣癌、異時両側乳癌、膵臓癌に順次罹患した症例と当院でのHBOC連携
	 システム

笹原 麻子 東京大学大学院医学系研究科　乳腺内分泌外科学

P6-20	 乳癌治療後に自然妊娠および出産に至った遺伝性乳癌卵巣癌(HBOC)の
	 2例

近藤 　碧 国立病院機構四国がんセンター　乳腺外科

P6-21	 治療選択に難渋した妊娠期乳癌かつHBOCの一例
原尾 美智子 自治医科大学　消化器一般移植外科

P6-22	 若年性乳癌症例のBRCA遺伝学的検査と妊孕性温存の選択に関する検討
一瀬 友希 埼玉医科大学国際医療センター　乳腺腫瘍科

P6-23	 卵巣癌ⅢC期発症後, 長期生存した生殖細胞系列BRCA1病的バリアントを
	 保持する遺伝性乳癌卵巣癌症候群の一例

吉岡 弓子 田附興風会医学研究所北野病院　産婦人科

ポスター7　6月21日（土）

「遺伝性腫瘍　その他」
P7-01	 多発性内分泌腫瘍症1型診断後に数年の経過で血縁関係が明らかになった
	 2症例

稲垣 兼一 岡山大学病院　内分泌センター

P7-02	 VHL遺伝子の短縮型バリアントを有するフォン・ヒッペル・リンドウ病家系
	 において褐色細胞腫を認めた一症例

稲垣 兼一 岡山大学病院　内分泌センター

P7-03	 多発性内分泌腫瘍症I型2症例における遺伝学的検査の経験
菊地 茉莉 杏林大学医学部付属病院　遺伝子診療センター

P7-04	 TP53に意義不明バリアントが検出された異時性多発癌の症例
西田 真衣子 京都第二赤十字病院　乳腺外科

P7-05	 サーベイランス開始年齢前に癌を発症したカウデン症候群の一例
青木 智彩子 加古川中央市民病院　遺伝子診療部

P7-06	 急速に進行する非妊娠性絨毛がんを契機にCowden症候群/PTEN過誤腫
	 症候群のカウンセリングに至った一例

森本 明美 愛媛大学大学院医学系研究科　産科婦人科学講座

P7-07	 定期的な乳房サーベイランス継続で異時性両側乳癌を早期発見できた
	 Cowden症候群の1例

細谷 恵子 鳥取大学医学部附属病院　胸部外科診療科群乳腺内分泌外科

P7-08	 ゲノムプロファイリング検査を契機にCTNN1Aの生殖細胞系列病的
	 バリアントが検出された遺伝性びまん性胃癌の1家系

浄住 佳美 静岡県立静岡がんセンター　がん遺伝外来

P7-09	 C-CATデータを活用したCDH1バリアントの解析
坪井 美樹 埼玉県立がんセンター　乳腺腫瘍内科
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P7-10	 消化管由来の悪性末梢神経鞘腫を発症し急激な経過をたどった神経線維腫症
	 1型の1例

大野 幸恵 国保直営総合病院君津中央病院　外科

P7-11	 神経線維腫症1型に合併した乳癌の1例
小泉 彩香 帝京大学医学部附属溝口病院　外科

P7-12	 当院における神経線維腫症I型に対する乳癌サーベイランスの取り組み
関 　朋子 慶應義塾大学医学部　外科学(乳腺)

P7-13	 家族性を認めた神経線維腫症1型合併乳癌の1例
西前 香寿 静岡済生会総合病院　外科

P7-14	 転移再発乳癌へのCGPで神経線維腫症1型が診断確定された一例
天池 孝夫 産業医科大学　第1外科

P7-15	 遺伝カウンセリングを軸とし遠方フォローアップが可能となった若年家族性
	 大腸腺腫症の一例

山下 博美 NTT東日本関東病院　外科

P7-16	 VHL whole exon deletionを認めたVon Hippel-Lindau病の1家系
二川 摩周 岡山大学学術研究院　医歯薬学域 臨床遺伝子医療学

P7-17	 結節性硬化症に合併した乳癌の1例
岩村 道憲 山口労災病院　外科

P7-18	 腎腫瘍から診断されたBirt-Hogg-Dubé症候群の2例
久住 倫宏 NHO岡山医療センター

P7-19	 がんゲノムプロファイリング検査と生殖細胞系列での遺伝学的検査が一致
	 しなかった1例

山口 昌俊 宮崎大学医学部附属病院　遺伝カウンセリング部

P7-20	 FoundationOne® CDxでHRD signatureが陽性であった進行再発乳癌2例の
	 検討

溝口 公久 九州大学大学院　臨床・腫瘍外科

P7-21	 包括的がんゲノムプロファイリング検査によりpresumed germline 
	 pathogenic variantが開示され、生殖細胞系列確認検査を受けた患者の傾向

太田 　愛 医療法人渓仁会手稲渓仁会病院　看護部

P7-22	 がんゲノム遺伝子パネル検査において膵がんでtBRCA2が検出された患者
	 への対応を通じて当院の課題を考える

丹羽 由衣 奈良県総合医療センター　遺伝カウンセリング室

P7-23	 がん遺伝子パネル検査の二次的所見に対する遺伝カウンセリング
鈴木 綾子 千葉県がんセンター

P7-24	 唾液腺がんの遺伝子パネル検査において、偶発的に二次的所見を認めた
	 3症例の検討

山崎  知子 埼玉医科大学国際医療センター　耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍科

P7-25	 包括的がんゲノムプロファイリング検査でFH遺伝子に検出されたPGPVの
	 対応と課題

野中 智生 鳥取大学医学部附属病院　遺伝子診療科

P7-26	 包括的ゲノムプロファイリング検査の二次的所見としてNBN遺伝子病的
	 バリアントについて開示した重複がんの一例

藤原 拓海 三重大学医学部附属病院　ゲノム医療部
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P7-27	 BRIP1 mutationが検出された進行乳癌の1例
吉田 達也 済生会横浜市南部病院　乳腺外科

P7-28	 SMARCB1遺伝子の生殖細胞系列変異が明らかとなった胎児期発症Atypical 
	 teratoid rhabdoid tumorの男児例

田村 豪良 日本大学医学部附属板橋病院　小児・新生児科

P7-29	 BRCA病的バリアント陽性乳がんにおける腫瘍免疫学的特徴と予後
荻澤 佳奈 大阪公立大学大学院医学研究科　乳腺外科学　

P7-30	 乳癌の腹腔内転移が疑われるも病理組織学的検索を契機に遺伝性褐色細胞
	 腫・パラガングリオーマ症候群(HPPS)が示唆された浸潤性乳管癌の一例

山本 利枝 NHO呉医療センター・中国がんセンター　病理診断科

P7-31	 胚細胞系列にSDHB変異をもつ巨大パラガングリオーマの1例
一川 貴洋 名古屋大学医学部附属病院　乳腺内分泌外科

ポスター8　6月21日（土）

「遺伝カウンセリング」
P8-01	 外国籍患者に非母語を用いてカウンセリングを行った経験

星 　信大 福島県立医科大学　乳腺外科学講座

P8-02	 BRCA1/2遺伝学的検査でBRCA2病的バリアント陽性となったクライエント
	 の家族歴聴取において配偶者がLynch症候群と診断されていることが判明
	 した一例

森川 知世 日本海総合病院　TQMセンター

P8-03	 姉妹3人が異なる遺伝学的検査を受検し、結果開示は同時に行うことを
	 希望したHBOCの一家系

安本 萌奈 近畿大学大学院総合理工学研究科　理学専攻遺伝カウンセラー養成課程

P8-04	 遺伝性乳がん卵巣がん症候群と診断された乳がん罹患患者のリスク低減
	 卵管卵巣摘出術後の意思決定の比較

今井 芳枝 徳島大学大学院医歯薬学研究部

P8-05	 妊娠期乳癌を契機に遺伝性乳癌卵巣癌(HBOC)と診断された女性の術式選択
	 に関わる遺伝カウンセリングの経験

池田 和美 福井大学医学部附属病院　遺伝診療部

P8-06	 CGP検査でATM遺伝子の病的バリアントを検出し遺伝カウンセリングに
	 至った一例

栗岡 勇輔 高知大学医学部　腫瘍内科学講座

P8-07	 多発性内分泌腫瘍症1型(MEN1)の遺伝学的検査による発症前検査時期と
	 症状による心理的葛藤について

宮﨑 幸子 札幌医科大学医学部　遺伝医学

P8-08	 遺伝カウンセリングを受診する遺伝性腫瘍患者とその家族の心理 -2-
望木 郁代 三重大学医学部　医学・看護学教育センター

P8-09	 DNAミスマッチ修復タンパク免疫組織化学染色(MMR IHC)検査結果データ
	 ベースによるリンチ症候群診断に向けた診療科横断的取り組み

四十谷 美樹 国立がん研究センター東病院　遺伝子診療部門
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ポスター9　6月21日（土）

「MGPT」
P9-01	 当院におけるがん遺伝子パネル検査の生殖細胞系列所見

中守 咲子 がん・感染症センター都立駒込病院　大腸外科

P9-02	 婦人科診療を契機にMGPT受検に至った症例に関する検討
中西 美惠 香川県立中央病院　産婦人科

P9-03	 複数の膵がん家族歴を持ったATMの病的バリアント保持者における
	 膵サーベイランスの検討

須藤 美月 星総合病院　遺伝カウンセリング科

P9-04	 多遺伝子パネル検査によりLynch症候群の診断となった乳癌の1例
大川　 舞 岐阜大学医学部附属病院　乳腺外科

P9-05	 胃十二指腸重積症を契機に発見された大腸腺腫性ポリポーシスの1例
河村 英恭 福島県立医科大学　低侵襲腫瘍制御学講座

P9-06	 既往歴・家族歴から推定が困難であった多重癌患者のMGPTを用いた
	 確定診断について - MGPTの有用性を経験した症例報告

小原 令子 国保直営総合病院君津中央病院　遺伝カウンセリング室

P9-07	 遺伝子パネル検査にてBRAF V600E変異が見つかったluminal乳癌の一例
井手 佳美 菊名記念病院 　乳腺外科

ポスター10　6月21日（土）

「基礎、その他」
P10-01	 2施設で行われたエキスパートパネルで推奨治療が異なった乳癌の一例

佐藤 　瑶 九州大学大学院

P10-02	 存命中に結果開示に至らなかったがん遺伝子パネル施行例2例の検討
青柳 智義 船橋市立医療センター

P10-03	 遺伝性腫瘍症候群におけるチームでのfollow-up careの重要性
永井 千絵 独立行政法人国立病院機構四国がんセンター

P10-04	 がんゲノム医療開始後に提供した外来看護の実態  - 初回面談時に看護師が
	 認識した患者の思いに対する看護支援に焦点をあてて

野口 玉枝 国家公務員共済組合連合会　浜の町病院

P10-05	 当院におけるがん患者と家族の当事者交流を目的とした会の取り組み
有田 美和 筑波大学附属病院　遺伝診療部

P10-06	 動的核偏極MRI(DNP-MRI)を用いた腎癌における生殖細胞系列病的
	 バリアントの可視化

青盛 恒太 横浜市立大学附属病院　泌尿器科

P10-07	 家族性大腸腺腫症患者におけるAPC遺伝子全欠失の検出に対するアレイCGH
	 の有用性

田邊 裕貴 旭川医科大学病院　遺伝子診療カウンセリング室


